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1回目 B

 ＣＯ２冷凍・冷蔵ショーケースの開発
【戦略的省エネルギー技術革新プログラム】
開発リスクの高い革新的な省エネルギー技術について、シーズ発掘か
ら事業化までフェーズに応じて支援を行う提案公募型研究開発を戦略
的に実施している。
本年度は１次公募を4/7～5/9に実施したが、7月頃を目処に2次公募を
予定している。なお、特区からの申請については、加点評価を行うことと
している。

【省エネルギー型代替フロン等排出削減技術実証支援事業】
　代替フロン等３ガスの排出削減に資する先進的技術（低温室効果・ノ
ンフロン冷媒の冷凍・冷蔵技術等）の確立・ノンフロン製品の商業化に向
け、民間で行われる先導的な現場実証事業に対し、その対象機器等に
応じ一定規模の補助を行う。

b
　省エネルギーの観点による見解については了解するが、今回の要望「ＩＣＴを活用した高効率・省
エネルギー型の院内管理体制の確立を対象とした補助事業の創設」の要点となる「ＩＣＴ活用」によ
る見解を聞きたいため、他の関係省庁も含め、再協議を求める。

　経済産業省から省エネルギーの観点から【戦略的省エネ
ルギー技術革新プログラム】及び【省エネルギー型代替フ
ロン等排出削減技術実証支援事業】により実現可能と回答
され、指定自治体は「ICT活用」の観点からも事業を推進し
ようと考えているところであり、経済産業省から提案のあっ
た制度の活用も含め、要望の実現に向け、どの省庁と協議
等を行うかを検討すること。

Ⅲ

2回目

内閣府記載欄

［Ⅰ：実現が可能となったもの　Ⅱ：実現に向けて概算要求等の検討
がなされるもの　Ⅲ：要望内容の実現に向けて、条件や代替案等を
検討し協議を継続して行うもの　Ⅳ：見解の相違があり、要望実現の
方向性を導けるよう、引き続き協議を継続して行うもの、または見解
の相違により、協議を一旦終了するもの　Ⅴ：自治体が再検討を行う

もの、または提案の取り下げを行うもの］

国と地方の協議【書面協議】担当省庁の見解

［Ａ：概算要求等として引き続き検討（全国展開、特区含む）、Ｂ：現行制度で対応可能、Ｃ：対応しない、Ｚ：自治体が検討］

国と地方の協議【書面協議】指定自治体の回答

［ａ：了解、ｂ：条件付き了解、ｃ：受け入れられない、ｄ：その他］
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